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(57)【要約】
　ベース（２００）と取り付けポール（３００）とヘッ
ドユニット（４００）と後部構造体（５００）と支持ポ
ール（６００）と低雑音変換器（７００）と反射器（８
００）とを有するパラボラアンテナ（１００）が提供さ
れる。反射器（８００）は積層された拡張スクリーン内
で一体に形成され、ベアリングフレームなしで完全に放
物線形状であって自己構造化された形状を有し、締め付
けユニット（８０１）によってパラボラアンテナ（１０
０）の後部構造体（５００）に固定され、反射器（８０
０）の凹部から離れて対面する補強縁端部（８０２）を
有する。補強縁端部（８０２）は反射器（８００）の周
縁領域において巻かれ又は１つ又は２つのレベルで形成
される。反射器（８００）は締め付けユニット（８０１
）にわたって延在するセクションであって、任意の垂直
方向及び／又は水平方向で配置された１つ以上の穿孔さ
れ又は平滑なセクション（８０３）を有する。
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　自己構造化された反射鏡を備えたパラボラアンテナであって、
　前記パラボラアンテナは、
　ベース（２００）と、
　取り付けポール（３００）と、
　ヘッドユニット（４００）と、
　後部構造体（５００）と、
　支持ポール（６００）と、
　低雑音変換器（７００）と、
　反射器（８００）とを有するパラボラアンテナにおいて、
　前記反射器（８００）は積層された拡張スクリーンにおいて単一の部品で形成され、
　前記反射器（８００）は、ベアリングフレームなしに放物線形状であって自己構造化さ
れた形状を有し、締め付けユニット（８０１）によって前記パラボラアンテナ（１００）
の後部構造体（５００）に固定され、
　前記反射器（８００）は前記反射器（８００）の凹部から離れて対面する補強縁端部（
８０２）を有し、
　前記補強縁端部（８０２）は前記反射器（８００）の周縁領域において巻かれ、もしく
は１つ又は２つのレベルで形成されることを特徴とするパラボラアンテナ。
【請求項２】
　前記パラボラアンテナは、締め付けユニット（８０１）にわたって延在するセクション
であって、任意の垂直及び／又は水平の方向で配置され、１つ又は複数の、穿孔されず又
は平坦なセクション（８０３）を備えることを特徴とする請求項１に記載のパラボラアン
テナ。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は電気通信機器産業の分野に属し、特に衛星通信アンテナのためのものである。
【背景技術】
【０００２】
　本発明は、例えば、衛星又はＤＴＨ（Ｄｉｒｅｃｔ－ｔｏ－Ｈｏｍｅ）回線を介して有
料テレビジョン信号を受信するために一般にパラボラアンテナとして知られている。特に
使用される衛星通信アンテナのタイプにおいて、通信用アンテナに導入された構造的な配
置に関する。
【０００３】
　ＤＴＨパラボラアンテナのための好ましい構造的形態は、その１つは、特に０．５ｍｍ
ＲＭＳ（Ｒｏｏｔ－Ｍｅａｎ－Ｓｑｕａｒｅ；二乗平均平方根誤差）より小さいレベルで
反射面に精度を与えるために、通常は固体（中実）である複数の金属反射器を含み、さま
ざまな技術的解決策を有する。当該技術的解決策は、例えば、特許文献１に記載されて示
されているように従来技術から知られており、特に金属スクリーンであり、画面に組み込
まれた反射面を特徴とする。
【０００４】
　固体金属板の代わりに金属スクリーンを使用することの利点は、より軽いことに加えて
、耐風性が低く、一般的に軽量なアンテナの構築が可能である。スクリーンを使用するこ
との欠点は、同じものの剛性が不足し、結果的に構造要素は最小剛性反射面の構築を可能
にする。また、この構造は、通常、例えば、特許文献２、特許文献３、特許文献４、特許
文献５に示されているように、リブ、支柱、ストリンガー、フィン、最終的に一連の構成
要素によって支持された様々なセグメントなどの反射面のセグメント化によって行われる
。これらの構成要素は、アンテナ内のアイテムの量を増やし、その実装の複雑さを増加さ
せ、ほとんどの場合、最終質量を増加させる。
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【先行技術文献】
【特許文献】
【０００５】
【特許文献１】米国特許第４，５６８，９４５号明細書
【特許文献２】米国特許第４，５７８，６８２号明細書
【特許文献３】米国特許第２，９９７，７１２号明細書
【特許文献４】米国特許第３，２３４，５５０号明細書
【特許文献５】米国特許第４，６４７，９４３号明細書
【特許文献６】米国特許第２，４７１，８２８号明細書
【特許文献７】米国特許第４，３７８，５６１号明細書
【特許文献８】米国特許第３，３９７，３９９号明細書
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００６】
　さらに、１つのソリッドピースの硬質プリントスクリーンから作られたような放物線形
状を得るためには、反射面のセグメンテーションと金属スクリーンの構造的な剛性の欠如
は不可能であり、その結果、半放物型アンテナ又は傘型アンテナが得られる。
【０００７】
　前記の欠点は、前述の文書、及び特許文献６、特許文献７を参照されたい。特に、特許
文献８を参照されたい。
【０００８】
　従って、自己構造化された反射鏡セットを備えたパラボラアンテナを提供するために電
気通信アンテナに導入された構造的な配置のための室が存在し、前記反射鏡セットは、積
層化された拡張スクリーンと完全放物型の１つの部品で製造される。
【０００９】
　本発明の目的は、添付の特許請求の範囲の請求項１の特徴による自己構造化された反射
器を有するパラボラアンテナを提供することにある。
【課題を解決するための手段】
【００１０】
　請求項１に記載の技術的機能ユニット及び本体ユニットを改変しないで、本発明の構成
要素に関連する形状や詳細の変形は可能であり、添付の特許請求の範囲の従属請求項にお
いて定義される。
【００１１】
　本発明にかかるパラボラアンテナは、完全に放物線状に設定された自己構造化された反
射器を備え、当該反射器は積層された拡張スクリーンから作られ、軽量で剛性があり、風
に対応する構造を有することで、金属材料の使用を最適化し、結果として製造コストを低
減する。
【００１２】
　本発明の対象のより良い理解と視覚化のために、添付の図面を参照してこれを説明する
が、以下において得られた機能的改善を表す。
【図面の簡単な説明】
【００１３】
【図１】本発明にかかる自己構造化された化反射器を有するパラボラアンテナの前側斜視
図である。
【図２】本発明にかかる自己構造化された化反射器を備えたパラボラアンテナの後外側斜
視図である。
【図３】本発明にかかる自己構造化された化反射器を有するパラボラアンテナの側面斜視
図である。
【図４】本発明にかかる自己構造化された化反射器を有するパラボラアンテナの形状変化
の前側斜視図である。
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【図５】本発明にかかる自己構造化された反射器を有するパラボラアンテナの形状変化の
前側斜視図である。
【図６】本発明にかかる自己構造化された反射器を有するパラボラアンテナの形状変化の
前側斜視図である。
【図７】本発明にかかる自己構造化された反射器を有するパラボラアンテナの形状変化の
前側斜視図である。
【図８】圧延状態での図６の詳細「Ａ」を示す図である。
【図９】図６の詳細「Ａ」を１つ又は２つのレベルで示す。
【発明を実施するための形態】
【００１４】
　図１、図２及び図３は、パラボラアンテナ（１００）を示しており、前記パラボラアン
テナ（１００）は、ベース（２００）と、取り付けポール（３００）と、ヘッドユニット
（４００）と、後部構造体（５００）と、支持ポール（６００）と、低雑音変換器とを備
え、これらは従来技術及び当業者には通常のものであるので、より詳細な情報は要求され
ない。
【００１５】
　本発明にかかるパラボラアンテナ（１００）は反射器（８００）を有し、反射器（８０
０）は、締め付けユニット（８０１）によってパラボラアンテナ（１００）の後部構造体
（５００）に固定され、単一部品で形成される。反射器（８００）は、反射器（８００）
の凹部から離れて対面（対向）する補強縁端部（８０２）を有する。補強縁端部（８０２
）は、反射器８００の周縁領域において、巻かれた形式（図８）もしくは１つ又は２つの
レベル（図９）で形成される、
【００１６】
　従って、完全な放物線プロファイル形状を有する反射面を備えた反射器（８００）が得
られる。これにより、上述した従来技術にかかるスクリーンを備えた複数のモデルと比較
して優れた性能を有する。
【００１７】
　さらに、本発明にかかる反射器（８００）を有するパラボラアンテナ（１００）は、構
造的なリブ及びベアリングフレームを必要とせず、これにより、既知のスクリーンアンテ
ナと比較して軽量で製造コストが低い。
【００１８】
　パラボラアンテナ（１００）に対する機械的補強の割り当てのために、また、より大き
な直径のパラボラアンテナ（１００）の構成のために、反射器（８００）は、例えば例え
ば、垂直方向及び／又は水平方向などのランダムな方向で、１つ又は複数の、穿孔されず
（非穿孔され）又は平坦なセクション（８０３）を備えることができ、このことは、図４
、図５、図６及び図７から推測することができるように、締め付けユニット（８０１）に
わたって通過することが好ましい。
【００１９】
　前記の説明から推測することができるように、本発明にかかる構造的な配置又は装置は
、従来技術を上回るものであり、実用化の対象であり、産業上の利用可能性が極めて高く
、新しい配置又は装置を備え、発明的なステップを有し、その使用において機能上の改善
をもたらす。ここで、本発明は、積層され拡張されたスクリーンにおいて一体化された自
己構造化されかつ完全な放物線形状を有する反射器（８００）を有するパラボラアンテナ
（１００）を提供する。
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【国際調査報告】
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